
近
世
に
恥
け
る
越
前
里
山
目
村
の
人
口
動
態

j長

沼

操

は

じ

め

に
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一
般
的
に
い
え
ば
、
幕
藩
制
時
代
に
は
、
農
民
の
離
村
は
厳
重
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
従
前
の
耕
地
な
ら
び
に
生
産
を
確
保

し
、
貢
租
関
係
を
安
定
し
、
封
建
体
制
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
農
村
の
安
定
政
策
は
実
は
こ
の
目

的
の
た
め
労
働
力
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
農
民
の
農
村
へ
の
緊
縛
は
決
し
て
一
律
に
強
制
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
て
、
貧
農
子
女
の
出
奉
公
は
、
む
し
ろ
奨
励
さ
れ
た
よ
う
な
事
情
も
あ
る
こ
と
は
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
基
本
政

策
と
し
て
離
村
禁
止
の
方
向
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
農
民
の
離
村
に
は
五
人
組
や
村
名
主
、

日
一
那
寺
等
え
の
届
出
、
許
可
を
必
要

と
す
る
な
ど
相
当
厄
介
な
手
続
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
で
、
反
面
、
奉
公
出
人
は
一
つ
の
既
得
権
と
な
り
、

奉
公
免
と
い
う
形
で
、
特
権
的
存
在
と
な
る
事
情
で
も
あ
っ
た
。

何
れ
に
し
て
も
、
流
通
経
済
の
侵
入
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
都
市
え
の
人
口
流
動
は
、
既
に
近
世
初
期
か
ら
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
単

に
時
代
的
現
象
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
都
市
と
農
村
と
の
距
離
の
問
題
や
、
農
村
の
生
産
機
構
な
ど
の
問
題
が
相
当
複
雑
に
関
連
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し
、
地
域
的
特
徴
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
歴
史
地
理
的
な
興
味
あ
る
問
題
と
な
る
。

越
前
黒
目
村
の
人
口
移
動
の
形
態
は
、
従
来
報
告
さ
れ
て
い
る
各
種
の
移
動
形
態
の
な
か
で
可
成
特
殊
な
問
題
を
含
む
と
考
え
、
問
題

⑨ 

ハU

ミ
u

，“，

f
'
s
 

ミ
υ
・1
 

@ 

。l........L-1km

提
起
の
意
味
を
も
っ
て
、
現
在
の
調
査
結
果
を
報
告

し
、
先
学
諸
氏
の
ご
叱
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

」
の
研
究
の
資
料
は
、
佐
久
高
士
の
「
越
前
国
宗
門

人
別
御
改
帳
」
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
を
、

お

右高100石当り人口(嘉永2年)

こ
と
わ
り
し
て
お
く
。

こ
の
研
究
に
あ
た
り
、
東
京
教
育
大
学
の
浅
香
幸
雄

教
授
な
ら
び
に
日
本
女
子
大
学
の
佐
藤
甚
次
郎
教
授
か

ら
ご
指
導
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
筆
者
の

光
栄
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
深
く
感
謝
す
る
も
の
で

あ
る
。

第 1図

一
、
人
口
分
布
よ
り
見
た
る
福
井
平
野

本
稿
の
主
題
は
、
黒
目
村
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
広
く
福
井
平
野
の
人
口
分
布
の
な
か
で
、
黒
目
村

の
人
口
が
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
る
か
を
見



る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

福
井
平
野
の
人
口
分
布
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

さ
き
に
拙
稿
①
で
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、

戸
当
人
口
は
全
国
平
均
よ
り
多
少
下

回
わ
り

ニ
の
例
外
的
村
落
を
除
い
て
、

一
般
的
に
は
四
五
乃
至
三
一
二
程
度
で
あ
る
。
更
に
村
高
百
石
当
り
の
人
口
密
度
を
見
る

一、

と
、
第
1
図
の
よ
う
に
、
平
野
の
中
心
部
お
よ
び
丹
生
山
地
の
山
脚
部
は
四
五
内
外
を
示
し
、
全
国
平
均
に
近
似
し
て
い
る
が
、
平
野
の

東
部
で
は
三

O
内
外
、
扇
状
地
で
は
、

一
四
乃
至
一

O
を
一
部
し
、

理
解
し
難
い
よ
う
な
低
さ
を
示
し
て
い
る
o

こ
の
低
さ
は
、
こ
の
平
野

が
低
湿
な
水
害
頻
発
地
域
で
あ
り
、
重
税
地
域
で
あ
っ
て
人
口
支
持
力
が
、
甚
だ
低
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
あ
っ

て
、
黒
目
村
は
、
六
三
を
一
示
し
、
平
野
に
お
い
て
例
外
的
な
高
い
人
口
支
持
力
を
も
っ
て
い
る
一
一
一
二
の
村
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
れ
は
如
何
な
る
地
理
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
興
味
を
ひ
く
o

近世における越前黒目村の人口動態

ニ
、
黒
目
村
の
人
口
増
加

越
前
黒
白
村
は
三
里
浜
砂
丘
の
内
側
に
あ
る
村
高
四

O
六
石
一
斗
一
升
の
村
で
あ
っ
て
、

福
井
平
野
と
し
て
は
中
級
の
農
村
で
あ
っ

て
、
少
く
と
も
幕
末
七

0
年
聞
に
は
村
高
の
変
化
は
全
く
な
い
。
こ
の
間
戸
数
は
、
六

O
戸
乃
至
六
五
戸
、
人
口
は
二
五

O
人
乃
至
三

O

O
人
の
間
に
あ
え
題
め
て
y

わ
ず
か
な
変
化
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
概
観
的
に
見
る
と
、
極
め
て
平
凡
な
低
位
安
定
型
の
農
村
で
あ
る
。

こ
の
村
の
人
口
の
年
次
変
化
を
示
し
た
の
が
第
2
図
で
あ
る
。
こ
の
図
は
、
寛
政
三
一
年
(
一
八
O
O
)
か
ら
明
治
二
年

(
一
八
六
九
)

ま
で
の
、
こ
の
村
の
人
別
増
減
改
帳
、
宗
門
改
帳
か
ら
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
②
O
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こ
の
図
か
ら
次
の
諸
項
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

川
黒
目
村
の
人
口
は
総
括
的
に
見
て
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
、
極
め
て
増
減
幅
が
少
な
く
、
停
滞
、
安
定
を
つ
づ
け
て
い
る
o

福
井
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平
野
の
停
滞
性
と
極
め
て
よ
く
一
致
す
る
。
こ
の
限
り
に
お
い
て
は
、
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
は
な
い
。

川
文
化
年
聞
に
は
多
少
の
増
減
は
あ
っ
て
も
、
順
調
に
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
増
加
は
き
わ
め
て
ゆ
る
や
か
で
、
最
高
三

O
O

人
を
こ
え
な
い
。
こ
の
村
の
最
大
可
容
人
口
を
示
す
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

川
天
保
八
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
、
人
口
は
急
激
に
減
少
し
て
い
る
o

こ
れ
は
、
全
国
的
な
規
模
の
天
保
飢
鐘
の
黒
目
村
に
お
け
る
様

相
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
天
保
九
年
の
死
亡
数
は
四
七
人
で
、
全
く
突
然
に
高
く
、
絶
家
数
七
戸
、
他
国
願
二
三
人
に
及
ん
で
い
る
。
こ

れ
は
男
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
年
に
は
出
生
者
も
わ
ず
か
に
一
名
で
、
飢
鐘
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
は
な
い
o

黒
目
村
で
は
天

保
六
年
に
も
二

O
名
の
大
量
の
死
亡
者
を
だ
し
て
い
る
。
里
山
目
村
の
南
方
に
あ
る
長
橋
浦
村
で
は
、

天
保
五
年
(
一
八
三
四
)
に
、

風
邪
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が
流
行
し
、
全
村
人
口
三
五
七
人
の
う
ち
一
二
一
六
人
が
病
気
に
な
っ
て
い
る
。
実
に
八
八
・
五
%
の
人
的
損
害
を
う
げ
て
い
る
。
平
野
の

中
心
部
の
田
島
村
で
も
甚
だ
し
い
死
亡
者
を
だ
し
て
い
る
o

こ
れ
ら
の
事
実
を
綜
合
し
て
、
一
筒
井
平
野
で
は
、
数
年
間
に
わ
た
っ
て
、
飢

謹
に
見
舞
わ
れ
、
大
き
な
人
的
損
害
を
だ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

川
天
保
一
一
年
を
最
低
と
し
て
人
口
は
恢
復
に
向
い
、
こ
の
年
か
ら
明
治
初
年
ま
で
の
三

0
年
間
は
、

わ
ず
か
で
は
あ
っ
て
も
、
人
口

は
増
加
し
つ
づ
け
て
い
る
o

但
し
つ
い
に
天
保
前
期
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
概
括
的
に
は
黒
目
村
の
人
口
は
、
長
い
期
間
、
停
滞
安
定
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
内

容
的
な
問
題
を
見
る
と
非
常
に
特
殊
な
動
態
を
も
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

近世における越前黒目村の人口動態

三
、
黒
田
村
の
人
口
動
態

村
落
の
人
口
動
態
を
見
る
に
当
つ
て
は
、
出
生
、
死
亡
、
縁
組
、
出
入
人
口
等
に
つ
い
て
、
全
体
的
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
前

者
に
つ
い
て
は
、
著
る
し
い
特
徴
は
見
当
ら
な
い
し
、
本
稿
で
は
、
村
外
へ
の
移
動
並
び
に
村
外
か
ら
の
流
入
人
口
を
主
題
と
し
て
い
る

の
で
、
自
然
増
お
よ
び
縁
組
関
係
は
一
応
除
外
す
る
こ
と
と
す
る
。

黒
目
村
の
総
人
口
は
、
極
め
て
微
弱
の
増
減
を
示
す
に
過
、
ぎ
な
い
が
、
内
部
的
に
は
、
大
き
な
動
き
を
示
し
て
い
る
o

福
井
平
野
の
他

の
村
落
の
動
き
と
比
較
し
て
、
特
殊
な
形
と
な
り
、
黒
目
村
を
特
徴
づ
け
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

川
第
3
図
は
、

こ
の
村
か
ら
他
村
へ
の
出
奉
公
人
の
行
先
き
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
o

天
保
飢
謹
の
と
き
の
他
国
願
の
者
は
例
外
的
で

あ
り
、
行
先
き
も
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
図
に
は
あ
ら
わ
し
て
な
い
。
出
奉
公
人
は
、
周
辺
の
村
々
に
で
て
い
る
が
、
村
を
中
心
に
半
径

235 

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
の
距
離
に
あ
る
も
の
は
、
相
当
の
数
で
は
あ
る
が
、
全
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体
的
に
見
て
、
例

外
的
で
あ
る
と
考

え
て
よ
い
。
人
口

移
動
が
近
距
離
に

行
な
わ
れ
る
こ
と

出奉公人行先村落

は
、
地
理
学
的
に

は
、
き
わ
め
て
自

然
の
現
象
で
あ

る
c

後
に
の
べ
る

よ
う
に
、
福
井
平

第 3図

野
の
村
々
の
移
動

が
、
村
落
内
部
に

限
る
か
、

キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
内
の

も
の
が
多
い
の
と

比
較
し
て
、

四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
距



離
は
大
き
い
も
の
と
見
ら
れ
、
黒
日
村
の
移
動
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

出
奉
公
人
の
人
数
別
、
村
別
の
行
先
地
を
見
た
の
が
第
1
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
と
、
移
動
先
は
、
三
国
港
が
圧
倒
的
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
の
な
か
の
、
新
保
、
出
村
、
滝
谷
、
宿
の
各
村
は
、
大
き
く
見
て
三
国
港
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
こ

れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
九

O
M以
上
は
、
三
国
港
に
向
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
移
動
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
o

移
動
の
男
女
別
を
注
意

す
る
と
、
そ
の
殆
ん
ど
全
部
は
女
子
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
o

第
1
表
の
数
は
、
必
ず
し
も
毎
年
の
流
れ
を
示
す
も
の
で
は
な
く

て
、
あ
る
年
数
の
間
続
け
て
奉
公
を
し
て
い
る
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
届
出
の
形
式
の
関
係
で
あ
る
。

237 近世における越前黒目村の人口動態

そ
の
内
容
の
一
部
を
示
す
と
、

文
政
八
年

前
略

人
家
増
減
御
改
帳

黒
目
村

娘娘
黒

娘目
村

主良

の
よ
う
に
、
清
左
衛
門
の
娘
は
二
年
続
け
て
三
国
に
奉
公
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
表
の
上
で
は
、
毎
年
出
て
い
っ
た
よ
う
に
数
え
て
あ

女

壱

人

清

左

衛

門

此
者
三
国
折
戸
屋
権
兵
衛
方
ニ
奉
公
仕
候

女

壱

人

与

兵

衛

此
者
三
国
米
屋
嘉
右
衛
門
方
一
一
同
断

文

政

九

年

人

家

増

減

御

改

帳

女

壱

人

清

左

衛

門

此
者
三
国
折
戸
屋
権
兵
衛
方
ニ
奉
公
仕
候

女

壱

人

弥

五

右

衛

門

此
者
西
野
中
村
杢
兵
衛
方
-
一
奉
公
仕
候
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る
場
合
が
あ
る
が
、
長
目
村
か
ら
の
奉
公
出
人
が
、

三
国
に
向
っ
て
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
著
し
い
事
実
で
あ
る
c

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
他
の
村
々
の
資
料
に
よ
る
と
、
三
国
港
へ
の
出
入
は
、
黒
白
村
に
限
ら
れ
て
い
て
、
港
の
周
辺
の
村
か
ら

は
、
三
国
港
に
出
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
o

現
代
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
奉
公
人
は
、
周
辺
の
村
か
ら
白
由
に
入
っ
て
よ
い
筈
で
あ
っ

て
、
こ
の
形
は
明
ら
か
に
、
幕
藩
期
の
封
建
体
制
下
に
お
け
る
特
殊
の
事
情
の
あ
る
こ
と
を
予
察
さ
せ
る
o

こ
の
よ
う
に
、
三
国
港
へ
の
若
い
娘
の
移
動
は
、
港
町
と
し
て
の
三
国
の
繁
昌
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

川
出
奉
公
人
の
場
合
と
同
様
に
し
て
、
黒
白
村
に
入
っ
て
く
る
奉
公
人
の
出
身
村
を
示
し
た
の
が
、
第
4
図
で
あ
る
。
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メ
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241 近世における越前黒日村の人口動態
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第4図入奉公人出身村落



ル
以
内
の
村
々
か
ら
入
っ
て
く
る
の
は
、
出
奉
公
人
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
c

た
だ
多
少
距
離
が
遠
い
も
の
、
村
が
分
散
的
で
あ
る
こ
と

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
人
数
別
、
村
別
を
示
し
た
の
が
第
2
表
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
入
奉
公
人
は
、
分
散
的
で
あ
っ
て
出
奉
公
人
の
よ
う
な
集
中
は
見

ら
れ
な
い
。
米
納
津
村
、
下
野
村
、
沖
布
目
村
な
ど
に
多
少
の
集
中
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
o

総
合
計
で
見
る
と
、
出
奉
公
人
の
数
と

殆
ん
ど
同
数
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

又
男
女
別
か
ら
す
る
と
、
男
女
殆
ん
ど
同
数
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
黒
目
村
の
人
口
移
動
の
形
は
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
村
の
人
口
移
動
は
、
資
料
の
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
享
和
年
代
(
一
八
O
O
)
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
れ
よ
り
可

近世における越前黒目村の人口動態

成
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
現
象
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
o

出
人
口
は
三
国
港
の
繁
栄
に
関
係
し
、
若
い
娘
が
三
国
港
に
奉
公
に
で

て
い
る
。

こ
の
場
合
、
黒
目
村
は
独
占
し
て
い
て
、
他
の
周
辺
の
村
々
か
ら
は
、
三
国
港
に
対
し
て
奉
公
人
を
だ
し
て
い
な
い
。
明
ら
か
に
特
殊

な
形
態
で
あ
る
o

入
奉
公
人
は
附
近
の
村
落
か
ら
分
散
的
に
入
り
、
出
奉
公
人
と
略
同
数
で
あ
る
が
、
男
女
同
数
で
あ
る
。

若
い
娘
が
村
を
で
た
数
を
男
女
の
雇
入
れ
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
有
様
が
、

は
っ
き
り
し
て
、
こ
の
動
き
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
人
口
の
入
替
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

243 

こ
れ
に
さ
き
だ
っ
て
、
福
井
平
野
の
他
の
村
落
の
移
動
に
つ
い
て
述
べ
、
黒
目
村
の
人
口
移
動
と
比
較
し
て
、
黒
目
村
の
特
殊
性
を
明

ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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四
、
福
井
平
野
の
人
口
移
動

黒
目
村
以
外
の
福
井
平
野
の
村
落
の
人
口
移
動
の
資
料
は
少
な
く
な
い
が
、
二
三
の
例
を
示
す
に
と
ど
め
る
o

田
島
村
の
場
合

田
島
村
は
、
国
鉄
北
陸
本
線
丸
岡
駅
の
東
側
に
当
る
o

幕
藩
時
代
に
は
村
高
七
八
九
石
、
戸
数
六

O
戸
内
外
で
、

ほ

ぼ
黒
目
村
と
同
様
規
模
の
農
村
で
あ
る
o

文
政
六
年
三
八
二
三
)
の
こ
の
村
へ
の
入
奉
公
人
は
女
二
名
、

一
人
は
南
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
儀
間
村
よ
り
、
他
の
一
人
は
南
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
一
本
田
中
村
よ
り
き
て
い
る
。
男
の
入
奉
公
は
な
い
。
こ
の
年
に
出
奉
公
人
は
一

一
名
を
か
ぞ
え
る
が
、
そ
の
う
ち
一

O
名
は
道
路
を
へ
だ
て
た
隣
村
の
宮
領
村
に
い
っ
て
い
る
o

こ
れ
は
村
内
移
動
と
見
て
よ
い
程
度
で

あ
る
。
他
の
一
名
は
、
北
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
長
畝
村
に
で
て
い
る
o

人
数
や
移
動
距
離
か
ら
見
て
、
里
山
目
村
と
比
較
し
て
全
く
小
規
模

で
あ
る
o

こ
の
村
に
は
連
続
資
料
が
あ
る
が
、
こ
の
傾
向
は
長
い
期
間
続
い
て
い
る
。

こ
の
村
は
現
在
は
坂
井
町
に
属
し
て
い
る
が
、
九
頭
竜
川
下
流
の
北
岸
に
位
置
し
、

余
、
戸
数
八
七
戸
内
外
、
人
口
二
七

O
人
、
黒
目
村
よ
り
少
し
大
き
い
農
村
で
あ
る
。
文
政
二
二
年
(
一
八
三
O
)
の
こ
の
村
の
出
奉
公

折
戸
村
の
場
合

幕
藩
期
に
は
、

村
高
九
二
六
石

人
は
女
子
一
名
で
、
吉
田
村
に
行
っ
て
い
る
o

他
村
よ
り
の
入
奉
公
人
は
男
子
一
名
で
、
米
納
津
村
か
ら
き
て
い
る
。
そ
の
他
の
移
動
と

し
て
、
男
子
三
五
人
、
女
子
一
一
名
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
村
内
の
移
動
で
あ
る
。
黒
目
村
で
は
村
内
の
奉
公
人
は
七

0
年
間

に
わ
ず
か
一
名
だ
け
で
あ
る
の
で
、
そ
の
状
況
は
全
く
ち
が
っ
て
い
る
。

高
塚
村
の
場
合

こ
の
村
は
、
金
津
町
の
北
に
接
し
、
加
越
丘
陵
内
の
農
村
で
あ
る
。
幕
藩
時
代
は
村
高
五
六
七
石
余
、
戸
数
三
六
、

人
口
は
一
一
六
人
で
黒
目
村
に
比
較
し
て
、
そ
の
半
数
程
度
の
農
村
で
あ
る
。
文
政
二
年
(
一
八
一
九
)
の
出
奉
公
人
は
二
名
で
、

男

名
が
隣
村
の
金
津
町
え
、
女
子
一
名
が
東
南
の
隣
村
、
菅
野
村
に
行
っ
て
い
る
o

他
村
か
ら
の
入
奉
公
は
三
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
近
接
の



金
津
町
、
山
室
村
、
柿
原
村
か
ら
き
て
い
る
o

こ
の
ほ
か
に
村
内
で
一
一
名
の
男
子
の
奉
公
人
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
部
地
名
子
が
そ
の

主
家
に
奉
公
す
る
も
の
で
、

一
般
的
な
奉
公
と
ち
が
っ
て
、
中
世
的
な
遺
構
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
黒
白
村

の
人
口
移
動
と
比
較
し
て
、
全
く
ち
が
っ
た
形
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。

香
田
町
の
場
合

こ
の
村
は
竹
田
川
の
北
岸
に
あ
る
が
、
幕
藩
時
代
に
は
村
高
七
一

O
石
余
、
戸
数
四
七
戸
、
人
口
二
二
三
人
、

黒
目

村
と
ほ
ぼ
同
じ
程
度
の
農
村
で
あ
る
。
文
化
七
年
(
一
八
一

O
)
の
出
人
口
は
、
男
一
名
が
三
国
港
に
行
っ
て
い
る
o

黒
目
村
以
外
の
村

か
ら
直
接
三
国
港
に
で
て
い
る
唯
一
つ
の
例
で
あ
っ
て
特
殊
な
例
で
あ
る
。
入
奉
公
人
は
総
計
四
六
人
を
数
え
可
成
の
数
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。
男
子
二
一
人
の
う
ち
八
人
は
村
内
の
移
動
で
あ
り
、
残
る
一
三
人
は
、
山
室
村
、
清
玉
村
、
上
番
村
等
の
近
隣
の
村
々
か
ら
き
て
い

る
。
女
子
二
五
名
の
う
ち
、
福
井
か
ら
き
て
い
る
一
人
を
除
い
て
は
、
村
内
か
、

上
番
村
、
国
影
村
、
重
義
村
な
ど
の
至
近
の
村
々
か
ら

近世における越前黒日村の人口動態

き
て
い
る
。
黒
目
村
と
比
較
し
て
、
規
模
は
小
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
福
井
平
野
で
は
、
各
村
で
そ
れ
ぞ
れ
人
口
の
移
動
が
見
ら
れ
、
そ
の
事
情
は
、
各
村
各
様
で
あ
る
が
、
里
山

目
村
と
ち
が
っ
て
、
小
規
模
で
あ
っ
て
、
集
中
の
傾
向
も
な
い
こ
と
が
、
明
ら
か
と
な
っ
た
。
入
替
と
い
う
こ
と
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
黒
白
村
の
人
口
移
動
は
、
平
野
の
各
村
と
比
べ
て
非
常
に
特
殊
な
形
態
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
一
二
国
港
に
向
つ

て
独
占
的
な
移
動
を
示
し
、
周
辺
の
他
の
村
落
か
ら
は
、
一
一
一
国
港
へ
の
移
動
は
例
外
と
し
て
一
例
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
黒
目
村
と
し
て

は
出
人
口
と
同
数
の
人
口
を
入
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
村
内
の
労
働
力
の
補
充
と
考
え
ら
れ
る
。

245 

こ
の
よ
う
な
人
口
移
動
を
図
式
化
す
る
と
、
第
5
図
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
図
を
見
る
と
、
伊
豆
大
島
の
模
式
図
と
同
様
で
あ
る
。
伊

豆
大
島
で
は
、
江
戸
へ
の
出
稼
移
動
の
あ
と
の
労
働
力
の
不
足
を
、
神
津
島
、
三
宅
島
か
ら
の
移
住
者
に
よ
っ
て
補
な
っ
て
い
る
。
こ
の



246 

場
合
は
、
ラ
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
法
則
が
適
用
で
き
る
も
の
と
考
え
る
が
、
黒
目
村
の
場
合

に
は
、
図
式
と
し
て
は
、
大
島
の
場
合
に
似
て
い
る
が
、
孤
立
的
な
環
境
で
も
な
く
、
甚
だ

し
く
近
距
離
で
も
あ
る
の
で
内
容
的
に
は
全
く
ち
が
っ
て
、
幕
藩
体
制
の
も
と
で
の
特
殊
な

人口移動模式図

事
情
を
考
慮
し
な
い
と
説
明
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
移
動
形
態
の
形
成

は
、
し
ば
し
ば
ふ
れ
た
よ
う
に
、
一
二
国
港
の
繁
栄
に
よ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
な
事
実
で
あ
る

の
で
、
次
に
こ
の
港
の
繁
栄
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第 5図

五
、
三
国
港
の
繁
栄

九
頭
竜
川
の
河
口
に
近
く
、
竹
田
川
と
の
合
流
地
点
に
発
達
し
た
三
国
港
は
、

現
在
で

は
、
交
通
や
経
済
事
情
の
変
化
に
よ
っ
て
、
老
衰
し
て
い
る
が
、
幕
藩
時
代
に
は
、

日
本
海

岸
の
こ
の
方
面
の
唯
一
の
海
港
と
し
て
非
常
に
繁
栄
し
た
港
で
あ
る
。

三
国
描
仰
が
世
人
に
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
遠
く
中
世
以
前
勺
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
③
o

中
世
に
な
っ
て
、

こ
の
附
近
に
荘
園
を
も

っ
て
い
た
春
日
神
社
や
東
大
寺
な
ど
で
は
、
そ
の
貢
納
米
の
う
ち
、
三
分
の
一
乃
至
三
分
の
二
程
度
を
現
物
で
、
奈
良
に
輸
送
さ
せ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
、
福
井
平
野
の
産
米
は
九
頭
竜
川
の
水
運
を
利
用
し
て
三
国
港
に
集
め
ら
れ
、
大
船
に
積
換
え

ら
れ
た
、
こ
の
港
に
問
丸
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
中
世
初
期
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
中
世
初
期
に
既
に
賑
わ
い
を

見
せ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
規
模
は
藩
政
時
代
に
比
べ
て
小
さ
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
o

九
頭
竜
川
の
河
運
を
中
心
と
し
た
関
係
で
、
舟
は

小
型
で
、
こ
の
港
の
発
展
の
核
と
な
っ
た
最
初
の
も
の
は
、
竹
田
川
の
川
口
、
現
在
の
三
国
港
と
し
て
は
、
最
も
奥
の
位
置
で
あ
っ
た
o



て
い
る
。

福
井
平
野
の
物
資
の
輸
送
路
と
し
て
の
九
頭
竜
川
の
重
要
性
に
注
目
し
た
福
井
藩
で
は
、
三
国
港
の
発
展
に
対
し
特
別
な
保
護
を
加
え

加
賀
藩
で
も
、
藩
の
南
部
大
聖
寺
方
面
の
物
資
の
輸
送
に
、
こ
の
港
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
関
係
か
ら
、
特
別
の
保
護
を
加
え

近世における越前黒目村の人口動態247 

吉田 森ョ福井窯新誌による

て
い
る
@
o

藩
政
時
代
を
通
じ
て
日
本
海
海
運
の
発
展
に
と
も
な

っ
て
、
船
舶
の
大
型
化
、
港
湾
規
模
の
拡
大
の
必
要
か

ら
、
港
の
中
心
は
次
第
に
第
6
図
ー
よ
り

3
の
方
向
に

三国;巷の中心の移動

移
動
し
た
。

丸
岡
藩
領
の
滝
谷
出
村
と
三
国
港
は
、
地
理
学
的
に

は
一
つ
の
港
市
を
形
成
す
る
が
、
こ
の
水
面
の
利
用
に

関
し
、
福
井
、
丸
岡
の
両
藩
は
永
い
期
間
に
わ
た
っ
て

紛
争
を
起
し
て
い
る
⑤
O

」
れ
は
三
国
港
の
発
展
に
と

第 B図

も
な
う
中
心
の
移
動
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
る
。

」
の
よ
う
な
関
係
で
、
福
井
藩
の
米
倉
庫
は
、
竹
田

川
に
そ
っ
て

1
に
あ
り
、
丸
岡
藩
の
も
の
は

3
に
あ
っ

た。
」
れ
と
は
別
に
、
滝
谷
寺
の
門
前
町
も
一
つ
の
中
心
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と
し
て
栄
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
藩
政
時
代
の
大
三
国
港
は
、
多
中
心
の
港
市
と
し
て
繁
昌
し
た
の
で
あ
る
宅

日
本
海
海
運
の
発
展
と
、
三
国
港
の
繁
栄
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
o

幕
政
初
期
に
は
既
に
越
前
船
或
は
越
前
資
本
は
、

日
本
海
沿
岸

で
大
き
な
活
躍
を
し
て
い
る
。
慶
長
三
年
三
五
九
八
)
の
記
録
に
よ
る
と
、
秋
田
藩
の
木
材
輸
送
に
当
っ
た
廻
漕
人
の
な
か
に
は
、

国
の
治
兵
衛
、
利
右
衛
門
、
新
保
の
新
助
等
の
名
が
見
え
、
三
国
勢
の
活
躍
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
活
躍
は
秋
田
藩
の
例
だ
け
で
は
な
い
。
下
北
半
島
の
木
材
は
南
部
藩
の
財
源
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
木

材
は
田
名
部
を
中
心
と
し
て
日
本
海
を
通
っ
て
敦
賀
に
輸
送
さ
れ
た
。
こ
の
輸
送
に
当
っ
て
、
新
保
の
久
五
郎
は
藩
の
特
権
的
御
用
商
人

と
な
っ
て
活
躍
し
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

三
国
港
、
新
保
、
滝
谷
出
村
、
宿
村
等
は
相
接
続
し
て
い
て
大
三
国
港
と
し
て
考
え
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
を
根
拠
と
す
る
越
前

商
人
は
、
舟
持
の
廻
漕
業
者
と
し
て
だ
け
で
は
な
し
に
、
こ
れ
に
関
連
す
る
資
本
家
と
し
て
も
大
き
な
活
躍
を
し
て
い
る
。
彼
等
が
取
扱

っ
た
運
上
金
だ
け
で
も
、
六

O
O
O両
、
九

O
O
O両
の
多
き
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
も
一
再
で
は
な
か
っ
た
⑦

O

こ
の
よ
う
に
し
て
、
越
前
船
は
、
津
軽
、
南
部
、
秋
田
各
藩
の
米
や
木
材
を
積
ん
で
、

日
本
海
海
運
に
活
躍
し
た
が
、
三
国
港
は
、
そ

の
根
拠
地
と
し
て
繁
栄
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
実
状
に
つ
い
て
二
三
の
著
名
な
も
の
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

寛
文
八
年
(
一
六
六
八
)
の
幕
府
の
尋
問
に
対
す
る
返
答
書
に
よ
れ
ば
、
そ
の
概
況
は
@

一
、
米
穀
は
他
国
へ
出
し
申
候

一
、
蝋
、
漆
、
油
木
実
、
他
国
へ
出
し
申
候
様
に
よ
り
領
内
不
足
の
節
は
留
申
候

一
、
阜
、
他
国
へ
出
不
申
候
、
他
国
よ
り
は
入
申
候

一
、
大
豆
、
年
々
領
内
不
足
ニ
而
、
他
国
え
出
不
市
中
候
、
他
国
よ
り
は
入
申
候



一
、
鮭
、
鱒
、
鱈
、
領
内
払
底
の
節
は
他
国
え
出
不
申
候
、
他
国
よ
り
は
入
申
候

右
は
松
平
越
前
守
領
内
、
米
、
雑
穀
、
雑
色
、
津
留
出
入
之
様
子
、
如
此
御
座
候
、
糸
、
綿
布
以
外
の
者
別
儀
無
御
座
候
者
也

極
め
て
概
要
だ
け
で
あ
り
、
数
量
等
も
不
明
で
は
あ
る
が
、
福
井
平
野
へ
の
物
資
出
入
の
有
様
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
る
。

更
に
下
っ
て
、
享
保
一

O
年
(
一
七
二
五
)
の
御
巡
検
控
に
は
、
港
の
繁
栄
が
一
一
層
具
体
的
に
見
え
て
い
る
@
o

当
時
の
新
保
そ
の
他
の
接
続
地
域
を
含
め
た
大
三
国
港
の
状
況
は
、

北
国
船
三
九

小

船

五

四

馬

一

一

匹

川
船
三

羽
ケ
瀬
船

橋
市
河
七

小
廻
一

近世における越前黒目村の人口動態

と
な
っ
て
い
る
。
馬
は
荷
役
用
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
九
頭
竜
川
の
河
船
と
北
国
船
が
注
目
さ
れ
、
こ
の
港
の
機
能
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て

い
る
。
市
内
の
繁
栄
振
り
に
つ
い
て
は
、

酒
屋
一
七
軒
、
両
替
屋
二
軒
、
質
屋

韓
役
そ
の
他
傾
城
六
二
人
(
三
国
)

六
軒
、
網
役

一
四
軒
、
絹
屋
、
室
屋
、
抽
拙

八
軒
、
鍛
冶
屋
三
O
軒
、
桶
屋

八
五
人
(
出
村
)

一五
O
軒
、
豆
腐
屋

と
な
っ
て
い
る
。
料
理
、
飲
食
業
、
米
屋
等
当
然
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
種
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
し
、
桶
屋
の
一
五

O
軒
と
い
う

の
は
、
如
何
な
る
理
由
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
と
い
っ
た
各
種
の
問
題
を
別
と
し
て
、
傾
城
合
計
一
四
七
人
と
い
う
の
は
、
港
町
の
特
色

を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
o

当
時
の
近
接
村
落
を
合
せ
た
大
三
国
港
は
、
各
種
の
資
料
を
綜
合
す
る
と
、
戸
数
二
一
七

O
戸
、
人
口
は
一

O
八
五

O
人
と
推
定
さ
れ

る
。
こ
れ
は
城
下
町
と
し
て
の
福
井
に
次
ぐ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
繁
昌
振
り
が
推
測
で
き
る
。
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こ
の
よ
う
な
繁
昌
の
な
か
で
、
若
い
娘
の
職
場
は
、
広
か
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
近
代
的
立
場
か
ら
見
る

、、
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と
、
そ
れ
は
、
黒
目
村
に
限
定
さ
れ
る
理
由
は
な
い
。
こ
こ
に
封
建
社
会
に
お
け
る
特
殊
な
条
件
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ

る。

六
、
黒
田
村
の
発
展
と
人
口
移
動
と
の
関
係

農
村
と
し
て
の
黒
目
村
は
、
村
高
四

O
六
石
一
斗
一
升
で
、
福
井
平
野
と
し
て
は
、
中
位
の
農
村
で
あ
る
o

資
料
の
あ
る
限
り
で
は
、

幕
藩
期
を
通
じ
て
村
高
は
変
化
し
て
い
な
い
。

こ
の
村
は
三
里
浜
砂
丘
上
に
立
地
し
て
い
る
が
、
生
産
の
本
拠
で
あ
る
耕
地
は
前
面
の
低
地
に
あ
る
。
こ
の
低
地
は
潟
湖
の
開
拓
に
よ

る
湿
田
で
あ
っ
て
、
海
抜
僅
か
に
一
メ
ー
ト
ル
、
福
井
平
野
で
は
最
も
低
湿
で
あ
る
o

こ
の
地
域
は
、
平
時
に
は
、
石
盛
一
六
を
一
不
し
優

秀
な
生
産
力
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
常
習
的
な
水
害
地
で
、
実
収
量
は
甚
だ
低
い
。
水
申
告
に
よ
る
被
害
高
は
、
福
井
平
野
の

な
か
で
最
大
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
地
域
の
免
に
よ
っ
て
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

福
井
藩
で
は
、
検
見
に
よ
っ
て
毎
年
の
税
率
を
き
め
て
い
る
が
、
黒
目
村
の
税
率
は
福
井
平
野
の
な
か
で
最
も
低
い
。

一
例
を
示
せ
ば

文
政
元
年
(
一
八
一
八
)

酉
年
(
文
化
一

O
年
)
二
一
分
七
厘
余

成
年
(
文
化
一
一
年
)
五
分
壱
厘
余

亥
年
(
文
化
二
一
生
l

)

五
分
七
厘
余

子
年
(
文
化
二
二
年
)
弐
分
余

丑
年
(
文
化
一
四
年
)
五
分
八
厘
余

寅
年
(
文
政
元
年
)
七
分
下
行
半
九
俵
被
下
置
候



と
な
っ
て
い
る
。
特
に
財
政
窮
乏
の
福
井
藩
と
し
て
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い
程
の
低
い
免
で
あ
る
。
こ
の
連
続
の
低
い
免
は
、
連
年
の
水

害
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
o

連
年
九

O
M以
上
の
被
害
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
特
に
文
化
二
三
年
の
如
き
は
収
穫
皆
無

と
見
て
よ
い
程
で
あ
る
。

農
村
と
い
う
立
場
か
ら
見
れ
ぽ
、
こ
れ
で
は
生
活
は
全
く
困
難
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
村
が
福
井
平
野
の
他
の
村
落
と

同
様
に
割
替
制
度
を
実
施
し
、
そ
れ
が
藩
政
時
代
を
通
じ
て
継
続
さ
れ
た
理
由
は
、
全
く
こ
の
甚
だ
し
い
水
害
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
疑

う
余
地
は
な
い
ι

里
山
目
村
で
は
、

五
八
石
四
斗
五
升
一
合
四
タ
の
村
総
分
の
耕
地
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
村
落
の
土
地
観
念
が
、
総
有
感
念
に

あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
恐
ら
く
純
農
村
時
代
に
は
、
平
等
分
割
に
よ
る
割
替
制
度
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
割
り
残
り
が
村
総
分
と
し
て

近世における越前黒目村の人口動態

保
有
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
尤
も
五
八
石
と
い
う
の
は
、
余
り
に
高
が
多
い
の
で
、

」
の
な
か
に
は
潰
れ
、
或
は
逃
散
百
姓

の
耕
地
が
入
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
水
害
地
な
る
が
故
に
、
純
農
村
と
し
て
の
黒
目
村
は
、
非
常
な
貧
困
に
追

い
込
ま
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
に
十
分
で
あ
る
。

藩
政
時
代
に
は
、

一
般
的
に
は
農
民
の
離
村
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
一
律
で
は
な
く
て
、
貧
困
な
農
村
過
剰
人
口
の
出
奉
公

は
共
同
体
と
し
て
の
農
村
維
持
の
上
か
ら
好
ま
し
い
方
策
と
し
て
、
む
し
ろ
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
相
当
面
倒
な
手
続
に

よ
っ
て
、

五
人
組
や
名
主
の
許
可
を
必
要
と
し
た
の
は
勿
論
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
一
つ
の
慣
行
か
ら
次
第
に
特
権
的
存
在

と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
自
然
的
に
形
成
さ
れ
た
特
権
は
他
の
村
落
か
ら
の
侵
入
を
許
さ
な
い
程
度
に
固
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
勿

論
こ
の
特
権
の
持
続
に
は
、
黒
目
村
よ
り
三
国
港
の
ほ
う
が
、
生
活
条
件
が
よ
か
っ
た
こ
と
も
重
要
な
要
件
と
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い



で
あ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
な
貧
困
の
な
か
で
は
、
戸
当
人
口
四
・
五
、
百
石
当
り
密
度
六
三
と
い
う
よ
う
な
高
い
人
口
支
持
力
は
全
く
考
え
及
ば
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
時
既
に
都
市
化
が
相
当
に
進
ん
で
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

黒
白
村
は
三
国
港
と
至
近
距
離
に
あ
り
、
港
の
影
響
を
う
け
て
次
第
に
在
町
化
の
進
行
が
考
え
ら
れ
る
o

黒
目
村
の
都
市
化
は
雑
家
の

比
率
の
高
度
化
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
o

雑
家
と
は
、
農
業
以
外
の
職
業
に
従
事
す
る
家
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
水
呑
階
級
の
農

民
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
が
、
高
を
持
た
な
い
で
、
農
業
に
従
事
し
な
い
者
は
完
全
な
雑
家
で
あ
っ
て
、
高
持
の
半
農
商
人
と
は
ち

が
っ
た
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
o

雑
家
の
内
容
は
、
大
工
、
木
挽
、
髪
結
、
小
商
売
、

日
雇
等
で
あ
る
。

福
井
平
野
に
お
け
る
雑
家
分
布
の
比
率
を
見
る
と
、
平
野
の
中
心
部
の
辻
村
、
堀
越
村
、
清
水
村
な
ど
の
地
域
で
は
全
く
雑
家
が
な
く

純
農
村
地
域
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
九
頭
竜
川
沿
い
の
地
域
で
は
、
各
村
落
と
も
に
三

O
%か
ら
四

O
%台
を
示
し
て
い
る
。
九

頭
竜
川
の
水
運
に
関
連
し
て
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
o

黒
目
村
で
は
そ
の
時
期
に
五

O
%を
示
し
て
い
る
が
、
九
頭
竜
川
の
河
港
小
尉
村
と
と
も
に
平
野
で
は
最
高
を
示
し
、
都
市
化
が
非
常

に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
c

こ
れ
は
幕
末
の
資
料
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
は
黒
日
村
の
雑
家
率
の
高
い
こ
と
は
、
少

く
と
も
一
八

0
0年
代
に
は
、

は
っ
き
り
認
め
ら
れ
る
。

更
に
明
治
初
期
に
は
具
体
的
な
資
料
が
あ
る
。
明
治
五
年
の
戸
籍
改
め
と
、
慶
応
二
年
の
宗
門
帳
と
を
比
定
す
る
と
、
黒
目
村
の
商
業

化
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
3
表
を
見
る
と
、
多
少
の
例
外
は
あ
る
が
、
高
持
と
高
不
持
と
の
別
な
く
、
殆
ん
ど
す
べ
て
の
者
が
商
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
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253 近世における越前黒白村の人口動態

氏名(慶応2年)

橋本茂兵衛

与三右衛門

八郎右衛門

喜平衛

甚兵衛

弥三八

忠左衛門

祐助

五郎兵

弥三 兵衛

善右衛門

勘左衛門

才兵衛

四郎兵衛

与兵衛

輪兵衛

甚右衛門

喜右衛門

弥右衛門

弥三治

安右衛門

与三左衛門

清右衛門

利左衛門

曾兵衛

七郎兵衛

伝兵衛

金左衛門

五兵衛

太右衛門

利兵衛

弥五平

三左衛門

平左衛門

利助

太兵衛

太左衛門

宇右衛門

弥左衛門

氏名(明治 5年)

i 橋本茂兵衛

i田中与三右衛門

!坊野八日1¥ 平

! )11 端喜兵衛

坂井甚兵衛

月岡弥三八

広瀬忠左衛門

橋山源次郎

布崎五郎兵衛

小沢弥三兵衛

小沢善右衛門

塩谷勘左衛門

西岸斉兵衛

頁谷四郎兵衛

伊藤与兵衛

藤 森 和 兵 衛

小林甚右衛門

西沢喜右衛門

月岡弥右衛門

北川l弥三治

川端安右衛門
ワ

|浜谷清右衛門
山形利左衛門

山本曾兵衛
9 

北川伝兵衛

回中金左衛門

田崎五兵衛

小沢太右衛門

玉木利兵衛

白川弥五平

布谷三左衛門

山崎平左衛門

玉木利 助

清水多兵衛
ワ

9 

9 
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明
治
時
代
に
入
る
と
、
社
会
変
革
に
と
も
な
っ
て
各
種
の
封
建
的
制
約
が
取
り
除
か
れ
て
、
各
般
の
社
会
情
勢
は
急
激
に
変
わ
っ
た

が
、
農
業
か
ら
商
業
へ
の
転
換
と
い
う
よ
う
な
問
題
は
、
そ
れ
ほ
ど
急
激
に
起
り
得
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
第
3
表
の
一
万
す
と
こ

ろ
は
、
相
当
以
前
か
ら
、
黒
目
村
は
商
業
化
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
素
直
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
資
料
か
ら
商
業
の
内
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
高
持
の
百
姓
が
商
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
こ
の
表
を
注
意
す
る
と
、
三
石
三
斗
二
升
九
合
の
倍
数
の
高
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
割
替
地
域
に
お
い
て
、
階
層

分
化
が
進
行
し
て
、
実
際
上
の
耕
地
分
割
の
基
準
が
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
新
潟
平
野
の
「
ヤ
ハ
ン
」

と
共
通
す
る
性
質
を
持
つ
と
考
え
る
o

即
ち
黒
目
村
で
は
、
商
業
化
は
進
行
し
た
が
、
明
治
当
初
ま
で
、
農
村
か
ら
完
全
に
離
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
く
て
、
半
農
半
商
の
形
態
が
続
け
ら
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
o

商
業
化
の
進
行
が
近
代
的
な
意
味
で
行
な
わ
れ
た
と
し
た
ら
、
黒
目
村
の
戸
数
や
人
口
の
規
模
は
農
業
生
産
の
制
約
を
離
れ
て
、
更
に

拡
大
の
方
向
を
た
ど
っ
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
実
に
は
、
村
落
規
模
は
一
定
限
度
に
圧
え
ら
れ
、
旧
来
か
ら
の
出
人
口
と
、
そ

の
空
洞
を
埋
め
る
程
度
の
入
人
口
と
い
う
関
係
が
持
続
さ
れ
た
原
因
は
、
農
村
を
基
礎
と
す
る
村
落
構
造
が
厳
重
に
守
ら
さ
れ
た
封
建
休

制
の
制
約
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
般
に
幕
藩
体
制
の
下
で
は
、
農
村
は
も
と
よ
り
、
都
市
に
お
い
て
も
停
滞
性
が
目
立
ち
、
そ
れ
は
幕
藩
の
基
本
的
な
政
策
に
よ
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
が
@
、

黒
目
村
に
関
す
る
限
り
で
は
、
幕
藩
体
制
の
制
約
の
上
に
た
っ
て
で
は
あ
る
が
、
半
農
半
商
的
発
展
で
あ
り
、

し
か
も
農
業
に
相
当
な
重
点
が
お
か
れ
て
き
た
関
係
が
あ
る
こ
と
を
注
目
し
て
お
く
。

七
、
結

尾



幕
藩
時
代
の
黒
目
村
の
人
口
移
動
は
、
福
井
平
野
に
お
い
て
極
め
て
顕
著
な
事
象
で
あ
る
が
、

子
」
れ
ま
で
述
べ
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
る

と
、
次
の
各
項
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
黒
目
村
の
人
口
の
増
減
の
有
様
は
、
停
滞
的
で
あ
り
、
福
井
平
野
の
他
の
村
落
に
比
べ
て
、
特
に
目
立
っ
た
特
徴
は
認
め
ら
れ
な

し、
O 

二
、
戸
当
人
口
密
度
は
、
平
野
の
他
の
村
落
に
比
較
し
て
多
少
高
い
程
度
で
、
特
別
注
目
す
る
程
の
こ
と
は
な
い
が
、
村
高
一

O
O石

当
り
の
人
口
密
度
は
甚
だ
高
く
、
こ
の
村
が
平
凡
な
農
村
で
は
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

三
、
内
部
的
に
見
る
と
、
多
く
の
若
い
娘
が
近
接
す
る
三
国
港
に
奉
公
に
で
て
い
る
が
、
そ
の
あ
と
に
近
隣
の
村
落
か
ら
男
女
の
奉
公

人
を
一
展
入
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
労
働
力
の
移
入
で
あ
る
。
そ
の
人
数
は
総
計
す
る
と
、
出
奉
公
人
と
同
数
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
黒

近世における越前黒目村の人口動態

目
村
の
出
奉
公
人
は
、
過
剰
労
働
力
の
放
出
と
は
い
え
な
い
面
が
あ
る
。

四
、
こ
の
出
奉
公
は
三
国
港
の
繁
栄
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
が
、
二
一
国
港
へ
の
出
奉
公
は
黒
目
村
の
独
占
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

黒
白
村
へ
の
入
奉
公
人
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
顕
著
な
独
占
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
。

五
、
こ
の
移
動
図
式
を
見
る
と
、
地
理
学
的
な
一
般
法
則
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
近
距
離
移
動
で
あ
り
、
閉
鎖
的
環
境

で
も
な
い
の
で
、
こ
の
法
則
は
適
用
さ
れ
な
い
で
、
特
殊
な
形
態
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
、
黒
白
村
の
農
村
と
し
て
の
条
件
は
甚
だ
き
び
し
く
、
割
替
制
度
の
実
施
を
必
要
と
す
る
程
の
水
害
地
で
あ
る
た
め
に
、
純
農
村
時

代
に
は
過
剰
人
口
の
村
外
移
動
を
必
要
と
し
た
も
の
と
推
論
さ
れ
る
。

七
、
こ
の
農
村
時
代
の
移
動
に
当
っ
て
は
、
封
建
制
社
会
で
あ
っ
た
の
で
、
厄
介
な
許
可
を
必
要
と
し
、
次
第
に
固
定
化
し
、
権
利
化

255 

し
、
独
占
の
方
向
を
と
っ
た
こ
と
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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八
、
そ
の
後
黒
目
村
は
次
第
に
在
町
化
の
方
向
を
と
り
、
商
業
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
労
働
力
を
必
要
と
し
、
出
奉
公
人
と
同
数
の
人

員
を
一
雇
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
半
数
は
男
子
を
も
っ
て
あ
て
た
。

九

こ
の
よ
う
な
村
内
の
労
働
力
不
足
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
国
港
へ
の
女
子
の
出
奉
公
が
続
い
た
の
は
、
一
二
国
港
で
の
生
活
条
件
の

良
好
と
い
う
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
が
、
封
建
体
制
下
の
独
占
権
の
重
視
が
大
き
な
条
件
で
あ
る
。

一
O
、
黒
目
村
の
在
町
化
に
あ
た
っ
て
は
、
農
村
基
盤
の
範
囲
内
で
の
規
模
に
押
え
ら
れ
た
の
で
二
定
の
戸
数
人
口
で
停
滞
し
た
が
、

明
治
初
期
に
は
、
殆
ん
ど
全
村
が
商
業
化
す
る
ま
で
に
発
展
し
た
。
こ
の
発
展
の
な
か
で
黒
目
村
の
人
口
移
動
が
説
明
で
き
る
o

地

理
学
的
事
象
ば
、
自
然
的
背
景
は
勿
論
で
あ
る
が
、
社
会
的
、
時
代
的
背
景
の
も
と
に
成
立
す
る
こ
と
を
示
す
一
つ
の
事
例
で
あ
る
。
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